
840mの道の全体図 scale  1:400

倉賀野小学校の校庭

PROJECT 01

小学校のプール

木澤そろばん塾

九品寺のお墓

老人ホーム倉賀野

倉賀野児童公園

堀米医院駐車場

PROJECT 01
体育館裏の階段

↓
学童クラブと小さな保育室

小学校の体育館の裏に、誰にも使われていない２つの
大きな階段がある。２つの階段をつなげて、体育館の中
で起きていることが少し溢れてくるようなステージを作
り、その下の空間に学童保育と小さな保育室を設ける。
学童保育の子供たちは歩行者しか通らない840mの道
で思い切り遊び、面倒見のいい子供は保育室で小さな

子供と一緒に本を読んで過ごす。
それまでは人気の無かった小学校の裏側が地域住民に

とっての小学校の入り口となる。

石段と道の間の花壇で、開かれた外部のようで閉ざされている小さな空間。
ここの段差を一部無くし、アクセスの障壁を下げることで小さな木陰の散歩道にする。

少し変な形をした石段の隣のお墓の塀に色鮮やかなアイビーが育っている。
これらの石段に上れるように階段を設けて、少しスリルのあるキャットウォークにする。

道路に接する小さな駐車場と、その奥の空き地。駐車場の砂がこぼれて傾斜になっている。
空き地一面に芝生を植えて、傾斜のある小さな原っぱにする。

石段の上に公園まで続く道があるが、フェンスで区切られてしまっている場所。
フェンスを取り外して階段を設け、奥の公園とこの道をつなげる。

二棟の住宅の異なった擁壁に挟まれた小さな空間と青いトタンの扉。
ここにいつも溜まっている枯れ葉などを取り除き、植物も
綺麗に剪定して子供しか入れない小さな隠れ家にする。

小学校の体育館

昔駄菓子屋があった場所

11 月に新しく建った住宅

住戸に対してだいぶ広い庭

プールの水の音や子供たちの歓声が聞こえる

石段を削って入り口にしている

住宅の二階に玄関がある

アオイとハナミズキが植わっている。

生け垣が綺麗に剪定されている。

新しいコンクリートの擁壁

駐車場

駐車場

児童公園に続く細い道

黄色いアパート

仲町長寿会の小さな花壇

生け垣と青い裏口の扉

青いトタンの扉

鉄製の錆びた鳥かご

倉庫

体育館裏の階段

プールの倉庫

更衣室
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□ 近代的な都市計画手法により建てられた市民ギャラリー □ 歴史的建造物を過度に強調した商店街

　その場所に今あるものや培われた生活を軽視して、新しいものを作っ
ていくことだけが、果たしてそこに住む人々の生活を豊かにすること
なのだろうか。その町を丹念に見て回って、観察者としての視点を最
後まで持ちながら設計を行えば、人々の生活に寄り添った、豊かな公
共空間が考えられるのではないか。
　そしてそれはハコモノの施設を与えて、「地域活性化の為の公共空間
です。」というようなトップダウン的な方法ではなく、またその地域の
歴史的でヴァナキュラーな建造物や素材を過度に強調するような方法
でもない新しい地域再生の手がかりになるのではないか。
　その建築はそこに住んでいる人たちにも気づかれなかった、または
忘れられてしまったその場所の空間価値を創出し、既にそこに在るも
のたちと生活をつなぎ、豊かな場所へと再編していく。

敷地をじっくり歩いてスケッチをし、地図を作成する。

　敷地は群馬県高崎市の住宅地。伝統的な集落でも、いかにも都会
的な風景でもなくて、結果として現代のどこにでもある日常のあり
ふれた風景。一見すると取るに足らないし、もしかしたらそもそも
見向きもされないような場所かもしれないけれど、そうした場所に
も人は住居を構えて生活をしている。しかし、そのような場所でも
じっくり歩いてじっくり観察をし、気になったことをスケッチ *し、
並べて地図を作成してみると、その町にしかない風景があり、その
風景を作るその町にしかないものたちがあることに気付かされる。
それらは本来この場所や、ここで生活する人にとって豊かな暮らし
を形づくる要素なのではないか。

　敷地を観察する際に、ただ気になった場所
を写真に撮って回るのではなく、脳みそと手
を動かしスケッチを描くことで高密度な観察
を行う。すると、普段は気がつかない、見よ
うとしないと見えてこない魅力的な要素たち
が浮かび上がってくる。これらのものたちは、
単なるフィールドワークや google earth のス
トリートビューでは見いだせないこの場所の
要素である。

（註*） 観察の密度をより高くするスケッチ

01.  目的　－生活に寄り添った公共空間をめざして－　

02. 町の観察　－ありふれた風景の中での気づき－

[ 概要 ]
1976 年～
鉄筋構造 3階建
延床面積 788 ㎡

[ 室 / 収容人数 ]
ホール / 200 人
視聴覚室 / 20 人
会議室 20 / 人

［利用状況］
26,630 人 (2007 年 )

19,860 人 (2014 年 )

倉賀野公民館の定期利用サークルは約 35団体（太極拳、民謡、卓球、読書、日
本画など）で、メンバーの高齢化とともに年々減少しているが、2015 年には若
い人たちによるサークルが新たに３団体（パン作り、料理、コーラス）増えるなど、
若年層の利用は徐々にだが増加している。

□ 数年以内に建て替えが予想される「倉賀野公民館」

03-a. 提案　－残余空間の顕在化と 840mの公民館再計画－

　観察を続けていく中で、周りの生活から切り離された、所有の曖昧な隙間のような場所が見つかった。それはまちを縦断している
840mの道で、かつて水路だった為、この道沿いに立つ住宅は皆背を向けて立っている。
　しかし本来、暮らしの身の回りにあるこの公と私の中間にある領域こそ、住民たちの憩いの交流の場となる可能性を秘めているはずで、
この場所には今まで培われてきた生活に寄り添った公共空間が提案できるのではないだろうか。
　そこで、市民の為の公の場である公民館と、この道が持つポテンシャルが合致すると考え、840mの道沿いに建ち数年以内に立て替え
が予想される「倉賀野公民館」の機能を展開させ、この道全体を１つの公民館としてリノベーションを行う。

■ 敷地：群馬県高崎市倉賀野町の住宅地を縦断する 840mの道

実習室 20 / 人
図書室 25 / 人
談話室 25 / 人

価値を失ってしまった死に地のような場所に建築を設計し、その場所にある要素を建築によって結びつけることで顕在化
していく。これらの建築によって、840mの道に散在する空間に公民館の機能がだんだんと溢れていく。

■ 4 つの建築の設計（PROJECT 01～PROJECT 03b）

　7つの部分の設計によって、その場所の持つ魅力的な要素を顕在化し、空間として提供する。そうして道に属する領域
を増やしていく。

■ 7 つの部分の設計（①～⑦）

この道全体を公民館として計画する為の 7つのささやかな操作と、道をつなげる 4つの場所の建築的な操作。04.  設計

設計で考えたことは、選定した要素の顕在化。つまり選定した要素へのアクセスを可能にし、この場所がどういう使われ方を
すれば、市民の為の公共空間として最大限活用されるのかということである。そのようにして場所の再編と公民館の再編を同
時に行う。アクセスが開かれたり、その場所が新たな使われ方をすることによって、今までとは違う見え方や空間の感じ方に
気づくことができ、既存のものに対して新鮮な眼差しを向けることになる。

　この道を形づくる要素たちに新鮮な眼差しが向けられることで、既存のものたちとの新たな関わり方が生まれる。再び価値
を取り戻したものたちは、空間として人々に提供され、この道を歩いていく中で連続的に発見される空間が、町の新たな表情
をつくる。そのような中で、かつての水路が小学校への通学路として、朝のウォーキングのコースとして、お年寄りの散歩道
として、部活動のトレーニングの場所として使われ、すると今まで背を向けていた建物たちがこっちを向き始める。
　例えば裏口を表の玄関くらい綺麗にしたり、そろばん塾が入り口を作り看板を立てたり、暗いトンネルには小さな街灯がつ
いたり、洗濯物を干すベランダが、人が集まるバルコニーになり、雑多な花壇に花が植えられ、人々の生活が 840mの道に接
続され、この道が生活のすぐそばにある公民館として徐々に公共性を帯びていく。既にここにあったものたちによって生まれる、
これまでここに無かった空間やシーンは、この場所でしか成り立たない、いきいきとした町の風景になり、ここから生まれた
関係が、水脈のように町全体に広がっていく。

採集した要素の中から場所として可能性を感じるものを選定し、それぞれの場所にあった操作を加えていった。

05. 展望

実際の風景と、スケッチによってこの風景の中から採集された要素

① 石段と花壇 ② お墓の壁

③駐車場の空き地

④ 公園に続く道

⑤ 青いトタン扉

⑥ 公民館の裏の擁壁
⑦ 神社の脇の階段

PROJECT 01

PROJECT 02

PROJECT 03-a/b

町の中に埋もれた840mの道の中に点在する、見ようとしないと見えてこないものたちに眼差しを向ける。そしてそれらの魅力を顕在化させ、アクセシビリティを獲得し、その場所がどのように使われれば、市民の為の公共空間として最大限活用されるのかを考え、840mの公民館の計画を行う。眼差しの写実　　－町を歩いて見つけた場所とその観察によって考えられる建築のあり方－

①

②

③

④

⑤



25. たくさんの穴
26. 空き家と空き地
27. お稲荷さん
28. 空き家のベランダの下
29. 空き家の向かいの家
30. 急な扉
31. 南のトンネル
32. バス停の階段

17. 黄色い家の花壇
18. 青いトタンの壁
19. 緑のフェンス
20. カーブの擁壁
21. 青いトタン扉
22. 公民館の擁壁
23. 公民館の下の緑
24. 公民館の下の花壇

41. 擁壁の上の空き地
42. 擁壁と植物
43. 擁壁の向かいの小階段
44. 擁壁とパイプ
45. 竹薮の金柑
46. 竹薮の椿
47. 竹薮
48. 竹薮の階段

33. 柵と階段
34. 神社からの坂道
35. 無くなった空き家
36. 神社の階段
37. 神社
38. 神社の脇の階段
39. ゴミ袋
40. たき火

9. 箒の柵
10. 真ん中の穴
11. お墓の壁
12. 駐車場
13. 駐車場の網
14. 青い裏口
15. 柿の木
16. 真ん中のトンネル

1. 体育館裏の階段
2. 体育館の向かいの階段
3. プールの向かいの階段
4. プールの壁
5. 鳥かごと柵
6. 北のトンネルの擁壁
7. 石段と階段
8.  フェンスとトタン

49. トーテムポール
50. 竹薮の向かいの小階段
51. 畳屋とパーゴラ

倉賀野公民館
JAたかさき倉賀野支店

倉賀野駅南駐車場 スナックノクターン

居酒屋きよこ

堀米医院

小さな畑

画家山田かまちの生家

PROJECT 02

PROJECT 03-a

冠稲荷大明神

PROJECT 02
住宅密集地の空き地と空き家

↓
小さな広場とそれを囲む図書室とカフェ

築100年を越え、３回の増改築を行った迫力のある
住宅の脇に、雑草が生い茂り侵入が不可能な空き地
があり、更にその奥に空き家が立っている。

この空き地を小さな広場にし、そのまわりを図書室と
カフェでぐるっと囲む。散歩の途中にふらっと立ち寄
ったおじさんは、入ってすぐ新聞を手に取り日当りの

いい広場で新聞をゆっくり読む。
小さいけれど豊かな外部空間と本とコーヒーが自然

と生活の中に溶け込んでいく。

PROJECT 03-a
擁壁と空き地

↓
視線が遮られた作業室と講座室

擁壁の階段を上っていくと、地面からずずずっと立ち上がったような壁に誘
い込まれる。そのまま進んでいくといつの間にか建物の中に入っている。そ
んな地続きの内部を持ち、人通りが多く誰もが立ち寄りやすい作業室。そし

てそのまま進んでいくとまた外に出て、講座室に辿り着く。
普段は公民館の3Fにあるホールでサークル活動に取り組んでいるおばちゃ

んたちにとって、外から見えないことは結構大事なことだ。
だからといってその活動が建物の中だけで収まっているのはもったいない。
高さ4.2mの擁壁の上の広場なら、木や生け垣によって周りからは見えない
し、何しろ開放感はホールとは比べ物にならない程大きなものだ。慣れない
うちは戸惑うかもしれないが、すぐにそんなことを気にしなくなるのも田舎

のおばちゃんたちの強みだと思う。

PROJECT 03-b
擁壁の隣の竹薮

↓
屋外・屋内展示場

季節をまたいだことで、木や草で埋め尽くされていた竹薮
の中に手作りの階段やトーテムポールを見つけられた。
竹や伊予柑、椿の木やたくさんの草がぎっしりと生えてお
り、敷地内の環境が日に日に変わっていく中で、ここに展
示された作品の見え方もまた変わっていく。訪れるたびに
そんな変化を新たに発見できる櫓のような展示場。

PROJECT 03-b

公民館の裏の擁壁で、冬場でも足下にリッピアだけが綺麗に育っている場所。
擁壁の段差に花壇を作ることで、リッピアの周りも綺麗に色づいていく。

神社の脇にある少し段差の高い階段。
簡単な手すりを設けて、お年寄りでも不自由のない通り道にする。

夏期は道が草で覆われる

暗くてじめっとしたトンネル

突然飲み屋が数軒並ぶ

主に公民館の利用者が車を停める。

塀の向こうは空き地なので視界が開ける。

公民館の倉庫

町内会の小さな花壇

町内会の小さな倉庫

車が入れるのはここまで

空き地の奥にある空き家

築 100 年以上の住宅

周りの住宅や空き地のことを
教えてくれた高橋さんの家

レンガの擁壁の家

このあたりの古い住宅は擁壁がない

擁壁に設けられた階段

アパートの駐車場

12月に空き家が解体され空き地になった

神社の鳥居が見える

神社の階段が道路から見える

ここだけ竹が生えている

階段の上のバス停

ベランダに傘やビニール
シートが干されている

空き地に下りる為の小さな階段

駐車場

畳屋

パーゴラとたくさんの植木鉢

手作りの階段とトーテムポール

倉庫

住宅の基礎が残っている

黒崎塗装会社

4mの擁壁

栗の木がたくさん生えている

倉庫

擁壁が土留めに変わる

冬になると落ち葉が溜まる

19 段の長い階段

12 月になると椿の花が咲く
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03-b. 対象敷地の選定 840mの道の中で価値を失ってしまっている要素を採集し、対象敷地を選定する。

1. 体育館裏の階段 2. 体育館の向かいの階段 3. プールの向かいの階段 4. プールの壁 5. 鳥かごと柵 6. 北のトンネルの擁壁 7. 石段と階段 8. フェンスとトタン 9. 箒の柵 10. 真ん中の穴 11-a. お墓の壁の道

12. 駐車場 13. 駐車場の網 14. 青い裏口 15. 柿の木 16. 真ん中のトンネル 17. 黄色い家の花壇 18. 青いトタンの壁 19. 緑のフェンス 20. カーブの擁壁 21. 青いトタンの扉 22. 公民館の擁壁 23. 公民館の下の緑

25. たくさんの穴 26. 空き家と空き地 28-b. 空き家の隙間 29. 空き家の向かいの家 30. 急な扉 31. 南のトンネル 32. バス停の階段 33. 柵と階段 34. 神社からの坂道 35. 無くなった空き家

36. 神社の階段 37. 神社 38. 神社の脇の階段 39. ゴミ袋 44. 擁壁とパイプ 45. 竹薮の金柑 46. 竹薮の椿 47. 竹薮 48-49. 竹薮の階段とトーテムポール 51. 畳屋とパーゴラ

27. お稲荷さん 28-a. 空き家のベランダの下

42. 擁壁と植物 43. 擁壁の向かいの小階段

11-b. お墓の壁

⑥
⑦



体育館に接する道が、子供たちの遊び場所になる。２つの階段をつないでできた小さなステージ。 小学校の裏側が、地域の人にとっての小学校の入り口になる。

中庭に接するベランダがつながり、大きなバルコニーになる。屋根に大きな開口を設けて、１階のカフェに温かい光を落とす。既存の住宅の隙間を縫うようにバルコニーが外まで伸びる。

　小学校の体育館の裏に、誰にも使われていない２つの大きな階段がある。

２つの階段をつなげて、体育館の中で起きていることが少し溢れてくるような

ステージを作り、その下の空間に学童保育と小さな保育室を設ける。

学童保育の子供たちは歩行者しか通らない840mの道で思い切り遊び、面倒

見のいい子供は保育室で小さな子供と一緒に本を読んで過ごす。

それまでは人気の無かった小学校の裏側が地域住民にとっての小学校の入り

口となる。

　築100年を越え、３回の増改築を行った迫力のある住宅の脇に、雑草が生

い茂り侵入が不可能な空き地があり、更にその奥に空き家が立っている。

この空き地を小さな広場にし、そのまわりを図書室とカフェでぐるっと囲む。

散歩の途中にふらっと立ち寄ったおじさんは、入ってすぐ新聞を手に取り日当

りのいい広場で新聞をゆっくり読む。

小さいけれど豊かな外部空間と本とコーヒーが自然と生活の中に溶け込んで

いく。

長い間使われていない体育館の裏の階段。 体育館の下のピロティ空間は駐車場として使われている。 階段を上ると体育館の裏口がある。

３度の増築を行った築 100 年を越える住宅。 草が生い茂り、侵入の不可能な空き地と奥の空き家。増築によって作られたベランダ。

体育館裏の階段

↓

学童クラブと小さな保育室

住宅密集地の空き地と空き家

↓

小さな広場とそれを囲む図書室とカフェ

PROJECT 01

PROJECT 02

■PROJECT 01　配置図

■PROJECT 02　配置図



地面との連続感を持ち、立ち寄りやすい作業室と外の講座室。擁壁を上ると、地面から立ち上がったような壁に誘い込まれる。 木をよけて壁が立ち、そこが内部と連続した小さな中庭になる。

最上階からは隣の擁壁の上にいる人たちが一望できる。 この展示場は植物にまぎれてひっそりと佇んでいる。

　擁壁の階段を上っていくと、地面からずずっと立ち上がったような壁に誘い

込まれる。地続きの内部を持ち、人通りが多く誰もが立ち寄りやすい作業室。そ

してそのまま進んでいくとまた外に出て、講座室に辿り着く。　普段は公民館の

3Fにあるホールでサークル活動に取り組んでいるおばちゃんたちにとって、外

から見えないことは結構大事なことだ。

慣れないうちは戸惑うかもしれないが、すぐにそんなことを気にしなくなるのも

田舎のおばちゃんたちの強みだと思う。

　季節をまたいだことで、木や草で埋め尽くされていた竹薮の中に手作りの

階段やトーテムポールを見つけられた。

竹や伊予柑、椿の木やたくさんの草がぎっしりと生えており、敷地内の環境

が日に日に変わっていく中で、ここに展示された作品の見え方もまた変わっ

ていく。訪れるたびにそんな変化を新たに発見できる櫓のような展示場。

擁壁の上の植物が道に向かって生えている。 高さ 4.2mの擁壁によって上の空き地は閉ざされている。 周りの家の塀と植物に囲まれた、誰にも使われない空き地。

1年の半分は植物によって竹薮の中は見えなかった。 手作りの階段とトーテムポールが冬になって見つけられた。 竹薮の中の階段を上ると、住宅につながる狭い道がある。

擁壁と空き地

↓

視線が遮られた作業室と講座室

擁壁の隣の竹薮

↓

屋外・屋内展示場

PROJECT 03-a

PROJECT 03-b

竹や伊予柑、椿の木により敷地内の環境が日に日に変わっていく。

■PROJECT 03-a　配置図

■PROJECT 03-b　配置図
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